
施策１ 公共交通の整備・維持

施策２ 自動車交通網の整備

人口減少と高齢化の更なる進展による交通需要の変化に対応した「誰もが安全で快適に移動

できる社会」の実現に向けて、多様な移動手段を確保するための取組を推進します。

政策３

今後１０年間の政策の方向性

施策３ 歩行者・自転車の安全な移動空間の整備

物流ニーズの変化と周遊性の低い広域観光2

公共交通の衰退など自動車を使えない県民の移動手段の減少１

人口減少の進展により市町村単独では維持が困難になる医療、福祉、商業などの生活に必要な都市機能3

全国ワースト上位の交通人身事故発生件数4

目指す将来像と現状のギャップと課題

取組施策

【予算額】7,123,239千円

【予算額】2,270,224千円

24

※組織改正により令和５年度から知事戦略部予算



パーソントリップ調
査結果やバスロケー
ションシステムの運行
データなどを活用して、
地域の生活スタイルに
合わせた路線網や移動
手段の見直しを支援し
ます。

施策１ 公共交通の整備・維持

地域的な暮らしの足の確保取組１

高齢者や高校生などの自動車以外の移動手段を必要とする県民でも、生活スタイルに合わせい

つでも気軽に移動ができる暮らしの足の確保に向けて、市町村、交通事業者、地域住民と協調し、

環境整備に取り組みます。

地域の実情に合わせた交通手段の見直し

新たな移動手段の導入
可能性について検討し、
配車アプリなどICT技術
の活用も含めた実証実験
を通じて市町村等への導
入を支援します。

新たな移動手段の確保

相乗りタクシー実証実験 ボランティア運送（安中市）

基幹公共交通軸の確保・維持取組２

鉄道や広域的な幹線バス路線網などの基幹公共交通軸を将来にわたって確保していくため、県

内利用者だけでなく、県外からの観光客も使いやすいよう利用環境を改善するなど、広域的な基

幹公共交通軸の確保・維持に努めます。

(１) まちのまとまりをつなぐ公共交通の確保・維持（鉄道）

誰もが鉄道を利用することができる環境整備のため、
駅のバリアフリー化や駅舎整備を支援します。

駅バリアフリー化・ステーション整備

高齢者・障害者対応トイレエレベーター設置

(２)まちのまとまりをつなぐ公共交通の確保・維持（バス）

今後の高齢化の進展による交通弱者の移動手段の確保を図るとともに、都市内交通の円滑化、

環境負荷の軽減、中心市街地の活性化等の観点から公共交通機関への利用転換を促進するため、

新技術を活用した効率的で持続可能な移動手段の確保に向けた取組を推進します。

新技術を活用した効率的で持続可能な移動手段の確保取組３

自動運転技術の開発・普及

深刻化する運転手不足に対し、将来にわたって
バス路線を確保・維持するため自動運転技術の開
発・普及を促進します。

自動運転実証実験
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バス路線見直し（イメージ）

バス路線等の見直し推進

バス事業者のデータ分析に基づくバス路線や
運行ダイヤの見直しなどに取り組みます。

組織改正により
令和５年度から知事戦略部予算



施策２ 自動車交通網の整備

製造業や観光業などの産業の発展とともに、新たな産業の創出を図り、本県経済の活性化を促

進するため、生産性の向上と交流人口の拡大に寄与する「賢くつくる・賢くつかう」道路ネット

ワークの構築を推進します。

(1) 経済活動を支える物流・人流ネットワークの構築

(２) 高速道路ネットワークのストック効果を

最大限に活用するスマートIC整備・機能強化

(3) 「人・モノ・情報」を呼び込む隣接県との

広域道路ネットワークの整備・強化

物流の効率化と観光振興を支える道路ネットワークの構築取組１

道路整備に伴うストック効果を明確に
した上で、将来を見据え、効果の高い箇
所への重点投資を行う「賢い道路ネット
ワーク」の整備・強化を推進します。

より効率的な物流の実
現による生産性の向上や、
交流人口の拡大による観
光振興を図るため、市町
村と連携してスマートIC
の整備・機能強化に向け
た検討を行います。

「人・モノ・情報」を呼
び込み、産業や主要観光地
への新たな需要を創出して
いくため、隣接県との交流
拡大に向けた広域道路ネッ
トワークの整備・強化を図
ります。

物流・人流ネットワークの整備イメージ

まちのまとまりをつなぐ道路整備取組２

将来にわたって誰もが生活に必要なサービスを持続的に享受できるよう、医療・福祉・商業等の

都市機能を集約を促す「都市機能誘導区域」間をつなぐことで市町村間の連携・交流機能を強化す

る幹線道路網の整備を推進します。

まちのまとまりをつなぐ道路

生活を支える道路整備取組３

日常の生活を支える道路網の整備や主要渋滞箇所の解消、現道拡幅等によるすれ違い困難箇

所の解消を図る道路整備を推進します。

駒寄スマートＩC
(R3.７大型化供用開始)

＜利根沼田地域＞

＜吾妻地域＞

＜館林邑楽地域＞
＜多野藤岡地域＞

県境部の課題検討箇所
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令和６年度 主要事業の概要

生活に必要な都市機能を相互で補完するため、県道寺尾藤岡線 山名
工区（高崎市～藤岡市）など、市町村間を連携し、交流機能を強化する
幹線道路の整備を推進します。

物流の効率化と観光振興を支える道路ネットワークの構築取組１

まちのまとまりをつなぐ道路整備取組２

生活を支える道路整備取組３

(１) 経済活動を支える物流・人流ネットワークの構築

(２) 高速道路ネットワークのストック効果を最大限に活用するスマート

IC整備・機能強化

(３) 「人・モノ・情報」を呼び込む隣接県との広域道路ネットワークの

整備・強化

物流の効率化による産業の発展のため、県道苗ヶ島飯土井線（波志江
SICアクセス）（前橋市～伊勢崎市）などで道路整備を推進します。

より効率的な物流の実現による生産性の向上や、交流人口の拡大によ
る観光振興を図るため、市町村と連携して、館林北スマートICなどの整
備・機能強化に向けた検討を行います。

隣接県との交流拡大に向け、広域道路ネットワークの整備を推進します。

【現道拡幅】

安全で快適な通行を確保するため、県道下仁田上野線 千原２工区（南
牧村）などの現道拡幅を推進します。

周辺道路の状況

波志江スマートICアクセス

【交差点改良】

渋滞を解消するため、県道伊勢崎深谷線 茂呂町二丁目交差点（伊勢崎
市）などで右折レーン設置等の交差点改良を推進します。

県道桐生伊勢崎線 阿左美大原工区（みどり市～太田市） 現道拡幅事業 完了
県道寺尾藤岡線 山名工区（高崎市～藤岡市） バイパス整備 完了

令和6年度の事業効果

県道桐生伊勢崎線 阿左美大原工区

事業の効果

県道下仁田上野線

現在の状況

県道寺尾藤岡線

現在の状況

拡幅により、渋滞が緩和し、安全で快適な移動が可能に！

～整備前～ ～整備後～
道路幅が狭く交通量が多いため、渋滞が発生し、
円滑な通行に支障をきたしています。

拡幅（４車線化）により、渋滞の緩和や歩行
者・車両の安全で快適な通行空間を確保します。

拡幅前の状況 拡幅後の状況（隣接する完成工区）

現在の状況

県道伊勢崎深谷線
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施策３ 歩行者・自転車の安全な移動空間の整備

子どもたちが安心して通学できる環境の整備取組１

子どもたちが安心して通学できる環境を整備するため、学校や警察等の関係機関や地域住民と

連携し、通学路等の点検や点検結果を踏まえた歩道整備を推進するとともに、児童が安全に登下

校できるよう交通指導員活動を支援します。

歩道整備 交通指導員活動支援

中高生が安心して通学できる環境の整備取組２

通学時における中高生の自転車の交通事故を減らすため、自転車の走行位置を示す矢羽根型路

面表示の設置などによる安全な自転車通行空間整備などのハード整備とあわせて、自転車用ヘル

メットの着用促進や交通安全教室などに取り組みます。

通学路においては、合同点検結
果を踏まえ、重点的に安全な歩行
空間への改善を行います。

交通指導員の活動費の一部
を補助します。

合同点検

学校や警察等の関係機関や地域
住民と連携し、利用実態を踏まえ
た通学路の合同点検を行います。
合同点検

自転車通行空間の整備

矢羽根型路面表示

高齢者が安心して外出できる環境づくり取組３

高齢者の交通死亡事故を減らすため、交通安全教育

等の意識啓発や反射材の普及促進など夜間歩行中の視

認性向上に取り組むとともに、交通事故が多発する危

険箇所の改善を行います。

高齢者交通安全教育

ヘルメット着用促進

駅や学校等での啓発活動を通じ、ヘルメッ
トの着用の促進を図ります。

矢羽根型路面表示 自転車通行帯

駅での啓発活動

交通指導員活動状況通学路の歩道整備

自転車専用の通行位置の路面表示や自転車通行帯を整
備し、自転車利用者の安全性向上を図ります。
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令和６年度 主要事業の概要

子どもたちが安心して通学できる環境の整備取組１

中高生が安心して通学できる環境の整備取組２

高齢者が安心して外出できる環境づくり取組３

子どもたちが安心して通学できるよう、県道前橋伊香保線 大久保工
区（渋川市）などで通学路の歩道整備を推進します。

【歩道整備】

中高生が自転車通学経路を安全に通学できるよう、県道前橋安中富岡
線（高崎市）などで自転車専用通行帯や矢羽根型路面表示を整備します。

【自転車通行空間の確保】

高齢者が交通事故の被害者にも加害者にもならないように、交通安全
教育等を推進します。

県道前橋伊香保線 大久保工区（渋川市） 完了

令和6年度の事業効果

【歩行者対策】
県内の各警察署管内で、反射シール約1万枚を配布

【運転者対策】
県内16警察署管内で「高齢運転者ミーティング」を実施予定
自主返納の支援事業を行う市町村や事業者、企業、団体等の情報を集約し、県ホーム

ページに掲載して周知
⇒市町村実施事業33件、事業所等実施事業43件

令和6年度の事業効果

【歩行者対策】
・靴用反射シールの直接貼付活動

【運転者対策】
・先進安全自動車の体験乗車や運転適性検査等を取り入れた
交通安全教育「高齢運転者ミーティング」の実施

・運転免許証自主返納サポート事業の推進

中高生の自転車通学経路 約4,000mで矢羽根型路面表示などを完了

令和6年度の事業効果

靴用反射シールの直接貼付活動

運転免許証自主返納サポート

手軽に使えて、環境にも優しい「自転車」を、ルールやマナーを守って楽
しく利用してもらうため、県職員啓発チーム「ＧＭＥＴ」による活動を実施
しています。駅や大型店舗でのヘルメット着用啓発や、民間企業と連携した
自転車利用促進活動を実施しています。

県職員啓発チーム「ＧＭＥＴ」

ＧＭＥＴの活動
コラム Column

矢羽根型路面表示 整備状況

県道前橋伊香保線

県道前橋伊香保線 大久保工区

現在の状況
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